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志
し
た
経
緯
を
見
て
も
労
働
運
動
や
市

民
運
動
に
没
頭
し
、
社
会
変
革
を
目
指
し

た
こ
と
が
動
機
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
学
校
で
反
日
的
な
教
育
を
受
け
た
わ

け
で
も
な
く
、
元
大
統
領
の
文
在
寅
（
ム

ン
・
ジ
ェ
イ
ン
）
氏
の
よ
う
に
ゴ
リ
ゴ
リ

の
親
北
反
日
主
義
者
で
は
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

反
日
的
な
ス
タ
ン
ス
で
我
が
国
に
お

い
て
は
頗
る
評
判
の
悪
い
、
そ
の
文
氏
で

す
が
、
当
初
は
そ
こ
ま
で
の
評
価
で
は
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
文
氏
が
大
統
領
に

な
っ
て
１
年
ほ
ど
の
２
０
１
８
年
２
月
、

私
は
舞
鶴
地
方
総
監
と
し
て
韓
国
海
軍

第
１
艦
隊
司
令
官
と
の
相
互
交
流
の
た

め
に
韓
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。
平
昌
（
ピ

ョ
ン
チ
ャ
ン
）
冬
季
五
輪
の
開
幕
直
前
の

こ
と
で
す
。
第
１
艦
隊
が
所
在
す
る
東
海

（
ト
ン
へ
）
市
に
赴
く
前
に
、
在
ソ
ウ
ル

日
本
大
使
館
を
訪
れ
、
韓
国
内
の
状
況
に

つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。
当
時
の
文
政

権
に
対
す
る
評
価
は
、「
親
北
過
ぎ
る
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
評
価
も
あ
る
が
、
防
衛

は
別
。
北
に
備
え
て
防
衛
力
整
備
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
予
算
も
確
保
し
よ
う
と
し

て
い
る
。」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
安
心

し
て
交
流
行
事
に
臨
み
ま
し
た
が
、
確
か

に
韓
国
海
軍
側
の
対
応
は
実
に
フ
レ
ン

ド
リ
ー
で
、
真
剣
に
我
が
国
と
の
防
衛
交

流
／
協
力
を
望
ん
で
い
る
と
感
じ
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
年
の
１
０
月
に
は

国
際
観
艦
式
に
お
け
る
自
衛
艦
旗
掲
揚

問
題
が
勃
発
し
、
１
２
月
に
は
韓
国
海
軍

駆
逐
艦
に
よ
る
Ｐ
‐
１
哨
戒
機
に
対
す

る
射
撃
レ
ー
ダ
ー
照
射
事
件
が
生
起
し

ま
す
。
そ
の
後
も
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
の
破
棄

問
題
な
ど
、
あ
れ
よ
と
言
う
間
に
次
々
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日
韓
の
防
衛
協
力
に
水
を
差
す
よ
う
な

事
件
が
続
き
ま
し
た
。
当
時
の
大
使
館
な

ど
の
認
識
と
は
か
け
離
れ
た
方
針
転
換

が
短
期
間
で
起
こ
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

 

李
大
統
領
は
就
任
演
説
で
「
実
用
外

交
」
の
名
の
も
と
に
、
国
益
を
重
視
し
、

米
韓
同
盟
を
基
盤
に
日
米
韓
協
力
を
強

化
す
る
方
針
を
示
す
な
ど
、
前
尹
政
権
の

路
線
を
概
ね
踏
襲
す
る
よ
う
な
姿
勢
を

示
し
て
い
ま
す
。
実
に
喜
ば
し
く
、
期
待

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
韓
国
に
お
け
る

左
右
両
派
の
対
立
は
容
易
に
は
解
消
さ

れ
な
い
で
し
ょ
う
。
政
策
や
方
針
の
大
転

換
が
起
こ
る
可
能
性
は
常
に
存
在
す
る

と
思
っ
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

一
方
で
、
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保

障
環
境
は
、
ご
承
知
の
と
お
り
ロ
シ
ア
、

中
国
、
北
朝
鮮
と
い
う
核
武
装
を
し
た
権

威
主
義
国
家
に
囲
ま
れ
て
お
り
、
極
め
て

厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
中

国
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
７
年
が
習
近
平

中
国
共
産
党
総
書
記
の
３
期
目
最
後
の

年
で
あ
り
、
中
国
人
民
解
放
軍
の
建
軍
１

０
０
年
に
も
当
た
る
た
め
、
こ
の
年
ま
で

に
台
湾
の
武
力
統
一
に
踏
み
切
る
可
能

性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
台
湾
有
事

に
関
す
る
議
論
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま

す
。
確
か
に
最
近
の
中
国
の
動
き
は
そ
れ

を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
り
、
引
き
続

き
の
注
目
と
慎
重
な
対
応
が
必
要
な
こ

と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
ウ
ク
ラ

イ
ナ
と
の
戦
争
を
継
続
中
で
あ
り
、
極
東

方
面
に
お
い
て
大
規
模
な
軍
事
行
動
を

起
こ
す
余
裕
は
当
面
な
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

問
題
は
北
朝
鮮
で
す
。
私
は
中
国
以
上

に
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
三
つ
ほ
ど
考

え
ら
れ
ま
す
。
第
１
に
、
こ
の
国
の
国
家

体
制
が
金
正
恩
総
書
記
の
独
裁
と
言
っ

て
よ
い
も
の
で
あ
り
彼
の
独
断
で
軍
事

行
動
を
含
め
た
政
策
が
遂
行
可
能
な
体

制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
強
力
な
指

導
者
が
い
る
に
せ
よ
、
組
織
と
し
て
の
政

府
が
機
能
し
て
い
る
中
国
や
ロ
シ
ア
と

は
大
き
く
異
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
組
織
と

し
て
動
い
て
い
る
限
り
は
、
政
策
変
更
を

含
む
諸
事
に
関
し
て
何
ら
か
の
兆
候
が

見
ら
れ
る
も
の
で
す
が
、
独
裁
状
態
だ
と

独
裁
者
の
意
思
決
定
の
み
で
突
然
の
方

針
転
換
が
可
能
に
な
り
ま
す
。 

つ
づ
く 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
７
年
度
部
隊
研
修
の
お
知
ら
せ 

支
部
理
事
役 

高
鹿 

治
雄 

今
年
度
の
部
隊
研
修
は
、
陸
上
自
衛
隊

朝
霞
駐
屯
地
に
隣
接
す
る
朝
霞
広
報
セ

ン
タ
ー
等
の
研
修
を
実
施
し
ま
す
の
で

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

当
支
部
で
は
魅
力
あ
る
支
部
活
動
の

一
環
と
し
て
部
隊
研
修
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
ご
存
知
の
よ
う
に
コ
ロ
ナ
前
後

で
自
衛
隊
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。
特
に
自
衛
官
の
募
集
状

況
が
厳
し
く
な
っ
た
た
め
、
コ
ロ
ナ
前
の

よ
う
に
陸
海
空
自
衛
隊
の
部
隊
研
修
を

計
画
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
で
す
。
今

年
度
も
直
接
部
隊
を
研
修
す
る
の
で
は

な
く
陸
上
自
衛
隊
朝
霞
駐
屯
地
に
隣
接

す
る
広
報
セ
ン
タ
ー
と
振
武
臺
記
念
館

（
旧
陸
軍
士
官
学
校
皇
族
舎
）
研
修
を
実

施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

 

「
韓
国
新
政
権
の
行
方
と 

我
が
国
の
安
全
保
障
」
そ
の
１ 

湘
南
支
部
長 

中
尾 

剛
久 

 

今
年
は
６
月
中
か
ら
真
夏
日
の
連
発

で
、
東
京
で
は
６
月
に
入
っ
て
１
３
日
の

真
夏
日
を
観
測
し
、
梅
雨
明
け
前
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
６
月
と
し
て
の
史
上
最
多
日

数
を
更
新
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
異
常
な

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
支
部
会
員
の

皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
？
年
と
と
も
に
ど
ん
ど
ん
夏
の
暑
さ

が
厳
し
さ
を
増
し
、
心
身
と
も
に
こ
た
え

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。 

 

６
月
３
日
に
韓
国
の
大
統
領
選
挙
が

行
わ
れ
、
左
派
系
の
「
共
に
民
主
党
」
か

ら
出
馬
し
た
李
在
明
（
イ
・
ジ
ェ
ミ
ョ
ン
）

氏
が
当
選
し
ま
し
た
。
前
大
統
領
の
尹
錫

悦
（
ユ
ン
・
ソ
ン
ニ
ョ
ル
）
氏
が
昨
年
１

２
月
に
唐
突
な
戒
厳
令
を
布
告
し
た
こ

と
か
ら
始
ま
っ
た
韓
国
の
政
治
的
混
乱

と
空
白
が
一
応
収
ま
る
こ
と
は
喜
ば
し

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
李
大
統
領

が
ど
の
よ
う
な
政
権
運
営
及
び
対
日
外

交
を
進
め
る
か
は
我
が
国
に
も
極
め
て

大
き
な
影
響
が
あ
り
、
大
変
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
す
。 

 

李
大
統
領
は
こ
れ
ま
で
歴
史
問
題
に

限
ら
ず
、
対
日
防
衛
協
力
に
関
し
て
も
否

定
的
な
言
動
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
我
が

国
を
「
敵
性
国
家
」
と
名
指
し
、
尹
政
権

の
姿
勢
を
「
親
日
売
国
」
と
罵
言
す
る
な

ど
枚
挙
に
暇
が
な
い
ほ
ど
で
す
。 

 

李
大
統
領
自
身
は
相
当
苦
し
い
少
年

時
代
を
過
ご
し
、
小
学
校
卒
業
後
は
少
年

工
と
し
て
働
い
た
た
め
中
学
高
校
で
は

学
ん
で
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。
政
治
を 
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 大
き
な
災
害
時
に
死
者
は
必
ず
発
生
す

る
。
平
時
よ
り
遺
体
安
置
所
の
設
置
運
営
訓

練
は
必
要
で
あ
る
。
自
身
の
家
族
や
友
人
が

災
害
時
だ
か
ら
と
雑
に
扱
わ
れ
た
ら
ど
の
よ

う
な
気
持
ち
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
死
者
や
遺

族
が
安
心
で
き
る
仕
組
み
作
り
も
大
切
で
あ

る
。 ―

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
７
年
度
年
会
費
納
入
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

湘
南
支
部
長
（
七
月
一
日
現
在
） 

次
の
会
員
各
位
か
ら
年
度
会
費
を
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

特
別
会
員 

田
邊
明
生
、 

正
会
員 

森
崎
賢
治
、
鶴
岡 

暁
、
松
村
昭
男
、 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

新
入
会
員
の
お
知
ら
せ
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

正
会
員 

 

・
佐
々
木
信
二 

元
陸
上
自
衛
隊 

 

・
湊 

由
樹 

 

元
陸
上
自
衛
隊 

１ 

研
修
日
時 

令
和
７
年
８
月
２
９
日(

金) 

１
３
３
０
～
１
６
０
０
（
有
志
懇
親
会
あ
り
） 

和
光
市
駅
集
合
・
解
散
予
定 

２ 
研
修
先
等
（
東
京
都
朝
霞
市
） 

・
陸
上
自
衛
隊
朝
霞
駐
屯
地
の
概
要
説
明 

・
振
武
臺
記
念
館(

旧
陸
軍
士
官
学
校
皇
族
舎)

 

・
朝
霞
広
報
セ
ン
タ
ー
「
り
っ
く
ん
ラ
ン
ド
」 

３ 

行
動
計
画
（
鉄
道
移
動
基
準
） 

 

 

編
集
後
記 

気
象
庁
に
よ
り
ま
す
と
、
６
月
２
１
日
か

ら
活
発
に
な
っ
て
い
る
ト
カ
ラ
列
島
近
海
を

震
源
と
す
る
地
震
活
動
が
、
７
月
１
４
日
ま

で
に
震
度
１
以
上
を
観
測
し
た
回
数
が
２
０

０
０
回
に
の
ぼ
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄

稿
の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

・08/02（土） 

 第５回支部理事役会 

・08/18（月） 

 ８月号隊友紙発送 

・08/29（金） 

 陸自広報センター研修 

・09/13（土） 

 第６回支部理事役会 

・09/22（月） 

 ９月号隊友紙発送 

・10/11（土） 

 第７回支部理事役会 

・10/中旬 

 名所旧跡探勝 

４ 

参
加
者
募
集
要
領 

① 

募
集
人
数 

３
０
名
程
度 

② 

募
集
対
象 

会
員
（
正
会
員
・
特
別
会
員
）

及
び
会
員
紹
介
者
（
学
生
・
生
徒
大
歓
迎
） 

 

５ 

参
加
費
等 

① 

陸
自
朝
霞
広
報
セ
ン
タ
ー
及
び
振
武
臺

記
念
館
見
学
料
無
料 

② 

懇
親
会
参
加
費 

４
千
円
程
度 

 

③ 

和
光
市
駅
ま
で
の
交
通
費
・
昼
食
代
等
の 
 

 

 
 

経
費
は
各
人
負
担 

６ 

申
込
要
領 

① 

会
員
：
氏
名
、
連
絡
先
（
携
帯
番
号
、
メ

ル
ア
ド
）
、
職
業
、
懇
親
会
参
加
の
有
無 

② 

一
般
参
加
者
：
氏
名
、
紹
介
会
員
名
、
連

絡
先
（
携
帯
番
号
、
メ
ル
ア
ド
）、
職
業
、

懇
親
会
参
加
の
有
無 

③ 
申
込
期
限
：
８
月
１
６
日
（
土
） 

④ 
申
込
先
：
部
隊
研
修
担
当 

高
鹿
治
雄 

 

k
o
h

ro
k

u
@

ro
k

u
m

e
ik

a
n

- 

ico
m

n
e
t.co

m
 

携
帯
電
話 

0
8
0

-1
1

3
3

-0
2

5
2

 

F
A

X
 

0
4

5
-9

3
5

-5
1
6

2
 

７ 

そ
の
他 

・
服
装
は
軽
装
（
カ
ジ
ュ
ア
ル
） 

・
魅
力
あ
る
部
隊
研
修
に
す
る
た
め
、
会
員

（
正
会
員
及
び
特
別
会
員
）
の
皆
様
の
積
極
的

な
参
加
は
勿
論
の
こ
と
、
新
規
会
員
獲
得
と
将

来
の
自
衛
官
募
集
を
目
指
し
て
、
友
人
知
人
や

募
集
対
象
に
な
り
得
る
学
生
、
生
徒
達
に
も
積

極
的
な
お
誘
い
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

遺
体
安
置
所
不
足 

支
部
理
事
役 

皷 

達
也 

避
難
所
が
ど
こ
に
開
設
さ
れ
る
か
は
大
半
の

方
が
把
握
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
災
害
時
遺

体
安
置
所
は
ど
こ
に
開
設
さ
れ
る
の
か
把
握
さ

れ
て
い
る
方
は
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

大
き
な
災
害
時
に
は
、
多
数
の
死
者
の
対

応
が
必
要
と
な
る
。
身
元
不
明
人
・
死
因
調

査
な
ど
行
う
た
め
遺
体
安
置
所
が
必
要
と
な

る
。
防
災
基
本
計
画
で
は
原
則
的
に
市
町
村

が
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
主
に
遺
体
を
一
時
的
に
安
置
し
て
、
警
察

に
よ
る
死
因
な
ど
の
調
査
、
身
元
確
認
用
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
・
歯
型
・
指
紋
な
ど
採
取
、
遺
体
を

き
れ
い
に
し
て
遺
族
へ
の
引
き
渡
し
が
行
わ

れ
る
。 

遺
体
安
置
所
は
ど
こ
に
設
置
さ
れ
る
の
だ

ろ
う
か
？
２
０
２
４
年
の
震
災
の
際
に
石
川

県
の
奥
能
登
４
市
町
で
は
選
定
さ
れ
て
お
ら

ず
急
遽
葬
儀
場
な
ど
が
対
応
し
混
乱
し
た
。

あ
る
調
査
で
岩
手
・
宮
城
・
福
島
３
県
の
１

２
７
市
町
村
の
遺
体
安
置
所
を
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
事
前
に
定
め
て
い
る
の
は
４
４
市
町

村
で
、
定
め
て
い
な
い
の
は
８
０
市
町
村
で

あ
っ
た
。
津
波
で
死
者
が
多
か
っ
た
沿
岸
部

で
さ
え
未
選
定
が
目
立
つ
結
果
と
な
っ
た
。

定
め
て
い
る
市
町
村
で
も
１
２
市
町
村
は
具

体
的
な
設
置
場
所
を
定
め
て
い
な
い
理
由
は

施
設
管
理
者
や
周
辺
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ

に
く
い
事
で
あ
り
不
足
状
態
が
続
い
て
い

る
。
確
か
に
避
難
施
設
が
近
所
に
で
き
る
こ

と
を
反
対
す
る
人
は
少
な
い
と
思
う
が
遺
体

安
置
所
が
近
所
に
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
は

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を
持
た
れ
て
し
ま
う
可

能
性
は
否
め
な
い
。 

自
治
体
で
は
、
遺
体
安
置
所
の
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
が
ま
だ
少
な
い
、
自
治
体
の
防

災
訓
練
で
は
ど
う
し
て
も
生
存
者
の
対
応
が

優
先
さ
れ
、
死
者
や
遺
族
の
対
応
ま
で
訓
練

す
る
こ
と
は
著
者
と
し
て
は
少
な
い
印
象
で

あ
る
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
被
害
想
定
が

公
表
さ
れ
死
者
数
も
予
測
さ
れ
て
お
り
対
応

は
必
須
で
あ
る
。 
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